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平和を紡
つ む

ぐ

恒
久
平
和
を
願
い
、総
合
公
園
内
に
設
置
さ
れ
た

『マ
ザ
ー
ア
ー
ス
』。美
し
い
地
球
と
、希
望
に
輝
く

幸
せ
な
家
族
を
象
徴
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。

園
内
で
楽
し
く
遊
ぶ
家
族
ら
を
、い
つ
も
温
か
く

見
守
っ
て
い
ま
す
。

平塚空襲・終戦から80年
核兵器廃絶平和都市宣言から40年

１〜３面…　　　 平和への思いを未来につなぐ…かけがえのない日々をこれからも紡いでいくた
めに、過去の戦災を知り、平和を考えませんか。

４〜７面… 募集・夏のイベント・お知らせ・健康と福祉・スポーツ 「広げよう #あったかひらつか」
　　８面…ヒラツカルチャー  「ひらしん平塚文化芸術ホールへ行こう」
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平
塚
空
襲
が
あ
っ
た
と
き
、
私

は
12
歳
。
夜
遅
く
だ
っ
た
の
で
、

寝
て
い
た
と
こ
ろ
を
父
に
起
こ
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
空
襲
警

報
が
鳴
っ
て
も
、
敵
機
は
通
り
過

ぎ
る
だ
け
で
し
た
。そ
の
日
も「
ま

た
上
を
通
る
だ
け
だ
ろ
う
」と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、父
が「
い

つ
も
と
は
違
う
」と
す
ご
い
剣
幕

だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
外

か
け
が
え
の
な
い
日
々
を
こ
れ
か
ら
も
紡
い
で
い
く
た
め
に
、過
去
の
戦
災
を
知
り
、平
和
を
考
え
ま
せ
ん
か
。　  

問
　
行
政
総
務
課
☎
21
―
９
７
５
４

◀
Ｍ
47
油
脂
焼
夷
弾

焼け野原と化した現在の旧国道１号と不動大門通りの交差点付近（米国立公文書館蔵）

に
出
る
と
、
家
か
ら
見
て
南
東
方

面
に
照
明
弾
が
見
え
ま
し
た
。
そ

の
瞬
間
、
夕
立
や
集
中
豪
雨
よ
り

も
激
し
い「
ザ
ー
ッ
」と
い
う
音
。

今
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
、
と

て
も
怖
い
音
で
す
。「
焼

し
よ
う

夷い

弾だ
ん

が
落

ち
て
く
る
。
し
か
も
真
上
だ
ぞ
」

と
父
が
私
た
ち
家
族
に
言
っ
た
直

後
の
こ
と
で
し
た
。

　
当
時
は
家
の
敷
地
に
防
空
壕ご

う

が

あ
り
、
軒
下
か
ら
防
空
壕
ま
で
は

２
㍍
ほ
ど
。
防
空
壕
に
入
ろ
う
と

し
た
瞬
間
、
真
っ
青
な
閃
光
が
目

に
飛
び
込
ん
で
き
た
と
同
時
に
全

身
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
Ｍ
47
焼

夷
弾
が
壕
内
に
落
ち
て
私
と
弟
が

火
だ
る
ま
に
な
り
、
父
が
抱
え
て

防
火
用
水
に
投
げ
入
れ
て
く
れ
ま

し
た
。
防
空
壕
の
中
に
い
た
姉
に

は
火
が
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
父
が
助
け
出
し
て
立
た
せ
た

と
思
っ
た
ら
、
姉
は
す
ぐ
に
倒
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
右
足
首
が
切

れ
て
い
て
、
皮
一
枚
で
つ
な
が
っ

た
状
態
だ
っ
た
ん
で
す
。
母
が
姉

の
腿も

も

に
三
角
巾
を
強
く
巻
い
て
止

血
を
試
み
ま
し
た
が
止
ま
る
気
配

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妹
は
即

死
の
状
態
で
し
た
。
焼
夷
弾
の
破

片
が
妹
の
胸
を
貫
通
し
て
い
た
と

知
っ
た
の
は
後
日
の
こ
と
で
す
。

　
も
う
こ
こ
は
諦
め
て
、
私
た
ち

家
族
は
海
岸
に
避
難
し
よ
う
と
歩

き
ま
し
た（
下
画
像
・
市
博
物
館

蔵
）。私
は
全
身
に
や
け
ど
を
負
っ

て
い
て
、
両
足
首
か
ら
腿
の
内
側

が
特
に
ひ
ど
く
、
両
足
に
拳

こ
ぶ
し

大
の

水
ぶ
く
れ
が
連
な
っ
て
い
た
ん
で

す
。
猛
烈
な
痛
み
に
耐
え
な
が
ら

家
族
に
付
い
て
行
く
途
中
、
父
に

背
負
わ
れ
た
姉
が「
水
が
飲
み
た

い
」と
泣
き
叫
ぶ
た
め
、
海
岸
は

諦
め
て
手
前
に
あ
っ
た
第
２
小
学

校（
現
在
の
港
小
学
校
）の
近
く
の

砂
丘
に
避
難
し
ま
し
た
。父
は「
出

血
多
量
で
駄
目
に
な
る
か
ら
水
を

飲
ま
せ
る
な
」と
言
っ
て
い
ま
し

た
が
、
姉
も
自
分
の
容
態
を
分

か
っ
て
い
た
ん
で
す
。「
私
は
も
う

助
か
ら
な
い
か
ら
、
最
期
に
お
い

し
い
水
が
飲
み
た
い
」と
泣
き
続

け
る
姉
に
、
父
・
母
・
兄
・
私
が

水
を
飲
ま
せ
て
あ
げ
ま
し
た
。
そ

の
後
に
私
は
気
を
失
い
、
記
憶
は

一
度
そ
こ
で
途
切
れ
て
い
ま
す
。

　
目
を
覚
ま
し
た
ら
自
宅
で
弟
と

一
緒
に
寝
て
い
ま
し
た
。
近
所
の

人
の
助
け
で
私
と
弟
は
救
護
所
に

運
ば
れ
、
軍
医
に
診
て
も
ら
い
ま

し
た
。
軍
医
は
私
の
水
ぶ
く
れ
の

治
療
を
し
た
後
、
弟
を
診
て「
駄

目
だ
、
次
」と
言
っ
た
ん
で
す
。

弟
は
、
救
護
所
に
運
ば
れ
て
い
る

途
中
で
息
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　
結
局
こ
の
空
襲
で
姉
・
妹
・
弟

を
亡
く
し
ま
し
た
。
戦
争
は
本
当

に
悲
惨
で
す
。
二
度
と
繰
り
返
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

一
人
一
人
が
平
和
を
築
く

　
こ
れ
は
私
の
考
え
で
す
が
、
戦

争
の
発
端
は
、
突
き
詰
め
る
と
一

人
の
人
間
の
私
利
私
欲
に
行
き
着

く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
っ
た
一

人
で
も
、
絶
大
な
権
力
を
持
っ
て

し
ま
う
と
恐
ろ
し
い
こ
と
に
つ
な

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た

人
が
育
た
な
い
よ
う
に
し
な
く
て

は
い
け
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
を
長
く
生
き
る
子
ど

も
た
ち
に
は
、
大
人
に
な
っ
て
も

戦
争
は
だ
め
だ
と
言
え
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
違
う
と

思
っ
た
意
見
に
対
し
て
、
違
う
と

言
え
る
人
に
も
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
人
任
せ
で
は
な
く
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
平
和
を
築
き

上
げ
て
い
く
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
伝
え
続
け
る

　
平
塚
の
空
襲
と
戦
災
を
記
録
す

る
会
が
結
成
さ
れ
た
の
は
平
成
元

年
。
私
は
平
成
７
年
に
入
会
し
ま

し
た
。
当
時
62
歳
だ
っ
た
私
は
、

仕
事
を
辞
め
て
何
を
し
よ
う
か
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
市
博

物
館
で
開
か
れ
て
い
た
平
塚
空
襲

50
年
の
特
別
展
に
足
を
運
ぶ
と
、

展
示
さ
れ
て
い
た
学
校
日
誌
の
空

襲
死
亡
欄
に
妹
と
弟
の
名
前
が

あ
っ
た
ん
で
す
。見
つ
け
た
瞬
間
、

ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
同
時
に「
こ

れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
戦
争
を

起
こ
し
て
は
い
け
な
い
と
伝
え
る

活
動
を
し
な
け
れ
ば
」と
心
に
決

め
、そ
の
場
で
入
会
し
た
ん
で
す
。

　
会
で
は
、
空
襲
の
証
言
な
ど
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。
月
に
１
回
の

定
例
会
の
他
、
平
塚
空
襲
を
経
験

し
た
方
に
自
分
の
足
で
会
い
に
行

き
、
話
を
聞
い
て
記
録
に
残
し
ま

す
。
未
来
に
向
け
て
戦
災
を
伝
え

る
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
、
今
後

も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

平 塚 空 襲
　昭和20年７月16日午後11時32分から100分間、アメリカのＢ29爆撃機133
機から焼夷弾が投下されました。焼夷弾はＭ4７とＭ50、合わせて41万2,96
1本にものぼります。一晩で落とされた数としては、全国で3番目。死者
362人以上、罹

り

災戸数は７,6７8戸と、大きな被害を被りました。

■
七
夕
ま
つ
り
で
の
平
和
飾
り　

Ｉ　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
事

業
運
営
委
員
会
が
掲
出
し
ま
す
。

７
月
４
日（
金
）〜
６
日（
日
）。湘

南
ス
タ
ー
モ
ー
ル
商
店
街
。

■
竹
あ
か
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

７
月
13
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後

２
時
。70
人（
当
日
先
着
順
）。雨

天
中
止
。総
合
公
園（
大
原
１
―
１
）。

■
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
平
和
パ
ネ
ル

展　
ち
ひ
ろ
美
術
館
の
協
力
で
開

き
ま
す
。
①
７
月

15
日（
火
）〜
21

日（
祝
）、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分（
15
日

は
１
時
か
ら
・
21
日
は
３
時
ま

で
）。
美
術
館（
西
八
幡
１
―
３
―

３
）②
29
日（
火
）〜
８
月
15
日

（
金
）、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時（
７
月
29
日
は
１
時
か
ら
・
８

月
15
日
は
３
時
ま
で
）。
本
館
１

階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
。

■
平
塚
駅
南
口
広
場
の
噴
水
を
青

色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　
７
月
15
日

（
火
）〜
８
月
17
日（
日
）。
平
塚
駅

南
口
広
場
の
噴
水「
海
の
賛
歌
」。

■
講
演　
杉
原
千ち

畝う
ね　

命
の
ビ
ザ

　
杉
原
千
畝
さ
ん
の
孫
、
杉
原
ま

ど
か
さ
ん
が
話
し
ま
す
。
７
月
19

日（
土
）午
後
２
時
〜
３
時
30
分
。

美
術
館（
西
八
幡
１
―
３
―↓

平塚の空襲と戦災を記録
する会　会長　江藤巖

いわお
さん

　昭和8年2月生まれ。平
塚空襲当時は、現在の夕
陽ケ丘地区に父・妊娠8か
月の母・姉（16）・兄（14）・
妹（9）・弟（７）と暮らして
いました。

平
和
へ
の
思
い
を
未
来
に
つ
な
ぐ

空
襲
・
終
戦
80
年

宣
言
40
周
年

記
念
事
業

平
塚
空
襲
を
語
り
継
ぐ

◀︎M50テルミット
　　焼夷弾
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平
成
23
年
か
ら
Ｉア

イ

Ｌラ

ブ

Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｐピ

ー

ス

Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
事
業
運
営
委
員
会
で

の
活
動
を
始
め
た
眞さ

な

田だ

さ
ん
。

元
々
平
和
活
動
に
関
心
が
あ
り
、

地
域
婦
人
団
体
に
加
入
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
同
委
員
会
の
存
在

を
知
り
ま
し
た
。

　
毎
年
、
平
塚
が
空
襲
を
受
け
た

７
月
16
日
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し

て
い
る
同
委
員
会
。「
曜
日
に
か
か

わ
ら
ず
、
必
ず
７
月
16
日
に
活
動

し
て
い
ま
す
」と
眞
田
さ
ん
は
言

い
ま
す
。
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
り
、

平
塚
で
空
襲
が
あ
っ
た
と
い
う
歴

史
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
は

市
美
術
館
で
、
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ

平
和
パ
ネ
ル
展（
２
面
下
囲
み
）の

期
間
中
に
活
動
し
ま
す
。

平
和
の
光
を
灯と

も

す

　
同
委
員
会
の
主
な
活
動
の
一
つ

は
、
市
民
平
和
の
夕
べ
で
す
。
総

合
公
園
に
あ
る
大
池
で
の
灯
ろ
う

流
し（
下
写
真
）や
、
戦
時
中
の
食

の
一
つ
だ
っ
た
す
い
と
ん
の
試
食

会
、中
学
生・高
校
生
に
よ
る
コ
ー

ラ
ス
な
ど
、
平
和
意
識
の
普
及
と

啓
発
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
眞
田
さ
ん
が
委
員
長
に
就
任
し

た
の
は
平
成
28
年
。就
任
後
に
は
、

市
民
平
和
の
夕
べ
で
使
う
灯
ろ
う

を
新
し
く
し
ま
し
た
。「
こ
れ
ま
で

の
灯
ろ
う
は
、組
み
立
て
と
解
体・

乾
燥
に
膨
大
な
時
間
と
手
間
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
場

者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
書
か
れ
た
紙
の

セ
ッ
ト
も
ス
ム
ー

ズ
に
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
」と
眞
田

さ
ん
。「
新
し
い
灯

ろ
う（
右
写
真
）は
、
そ
う
い
っ
た

悩
み
が
ほ
と
ん
ど
解
消
さ
れ
て
い

ま
す
」と
続
け
ま
す
。
市
民
広
島

派
遣
の
担
当
委
員
と
し
て
、
広
島

の
灯
ろ
う
流
し
に
参
加
し
た
際
、

使
わ
れ
て
い
た
灯
ろ
う
を
参
考

に
し
た
そ
う
で
す
。

来
場
者
の
存
在
が
原
動
力

　

眞
田
さ
ん
は「
市
民
平
和
の
夕

べ
を
は
じ
め
と
す
る
平
和
事
業
な

Ｉ　ＬＯＶＥ　ＰＥＡＣＥ事業運営委員
会　委員長　眞田晃子さん
　同委員会は、市と協働で
平和事業の運営を担ってい
ます。市民キャンペーンや
市民平和の夕べ、市民広島
派遣などを通して平和の普
及に取り組んでいます。

ど
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
方
々
の

存
在
が
、
活
動
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
毎
年
、

市
内
外
問
わ
ず
多
く
の
人
が
来
場

す
る
市
民
平
和
の
夕
べ
。「
１
時
間

30
分
と
短
い
時
間
で
す
が
、
昨
年

度
は
500
人
が
集
ま
り
、
大
池
に
270

基
も
の
灯
ろ
う
を
流
し
ま
し
た
。

や
は
り
、
多
く
の
方
々
に
来
て
も

ら
え
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

委
員
の
み
ん
な
も
同
じ
気
持
ち
で

す
」と
目
を
細
め
ま
す
。

「
市
民
平
和
の
夕
べ
や
市
民
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、
平
和
へ
の
祈
り
で

皆
さ
ん
の
思
い
が
一
つ
に
な
る
平

和
事
業
で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に

会
場
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い

で
す
」

　終戦からまもなく80年が経過します。戦争を肌身で知る世代が減りゆ
く中で、その記憶が次第に薄れていくことを危惧しています。また、今
なお世界各地で紛争が続いており、恐怖に怯

おび
えながら暮らしている人々

が数多くいます。
　私たちが平穏に暮らせているのは、先人たちの不断の努力により日本
が復興したおかげであることを忘れてはなりません。核兵器のない、平
和で安心して暮らせる社会の実現に向けて、市民の皆さんと平和の尊さ
を見つめ直し、次の世代に引き継いでいくことこそが私たちの責務だと
考えます。
　本市では「アイラブピース」を合言葉に、平和意識を普及・啓発する事
業を進めています。二度と悲惨な戦争を繰り返してはなりません。この
節目の年に市民の皆さんが、さまざまな機会を通じて平和へ思いを寄せ
ていただくことを願っています。

　市が核兵器廃絶平和都市を宣
言してから今年で40年を迎えま
す。宣言を普及・啓発するため、
市役所本館の南東側出入口付近
の懸垂幕（写真左）をはじめ、市
内７カ所に宣言塔などを設置し
ています。懸垂幕のデザインは、
Ｉ　ＬＯＶＥ　ＰＥＡＣＥ事業運営委員会が
考案しました。下部に描かれた
なでしこの花びらには、小さく
「へ」「い」「わ」の３文字が書かれ
ています。
　総合公園平塚のはらっぱ西
側には、被爆アオギリの２世（写
真右）を植えています。広島に
投下された原爆の爆心地から
１.３㌖で被爆したアオギリの苗
木で、平成２７年に植樹しました。

美しい地球と
輝かしい未来を
守ろう

平和に思いを馳
は

せて
平塚市長 落合克宏

３
）。
130
人（
先
着
順
）。

応
募　
イ
ベ
ン
ト
名
・
氏
名
・
年

齢
を
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
、行
政
総
務
課
へ
。

e
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
市
民
平
和
の
夕
べ
で
竹
あ
か
り

を
展
示　
七
夕
ま
つ
り
で
使
っ
た

竹
を
竹
あ
か
り
に
し
て
展
示
し
ま

す
。
８
月
17
日（
日
）午
後
６
時
30

分
〜
８
時
。
小
雨
決
行
。
総
合
公

園
大
池
周
辺（
大
原
１
―
１
）。

■
こ
ど
も
平
和
川
柳　
市
内
の
小・

中
学
生
を
対
象
に
、平
和
の
願
い

を
込
め
た
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

応
募　
９
月
30
日（
火
）ま
で
に
、

氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
作
品
を
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
、
行
政
総
務
課
へ
。e
で

も
応
募
で
き
ま
す
。

■
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
の
宣
言

板
を
設
置　
10
月
中
旬
。
八
幡
山

公
園（
浅
間
町
１
―
１
）。

■
原
爆
の
絵
の
展
示　
高
校
生
と

被
爆
体
験
者
が
共
同
で
作
っ
た

『
原
爆
の
絵
』を
展
示
し
ま
す
。
11

月
25
日（
火
）〜
12
月
24
日（
水
）。

本
館
１
階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
。

■
被
爆
体
験
者
の
講
演
会　
12
月

20
日（
土
）午
前
10
時
〜
11
時
30

分
。
60
人（
先
着
順
）。
旧
横
浜
ゴ

ム
平
塚
製
造
所
記
念
館（
浅
間
町

１
―
１
）。

応
募　
11
月
17
日（
月
）か
ら
、
イ

ベ
ン
ト
名
・
氏
名
・
年
齢
を
、
郵

送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
、
行
政
総
務
課
へ
。

e
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

↓　
そ
の
他
の
事
業
な

ど
、
詳
し
く
は
市

ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
右
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か

ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

問　
行
政
総
務
課
☎
21
―
９
７
５

４

23
―
９
４
６
７

som
u@

　「学校の配布物で市民広島派遣を知りました」と話
す、中学１年生の大

おお

澤
さわ

結衣さん（右下写真）。一番印象
に残ったのは、被爆体験者の方の話だったそうです。
「原爆の熱風で、街には皮膚が溶けた人があふれてい
たなど、生々しくリアリティのある
話は衝撃的でした」と思い返します。
　同派遣で学んだことをファイルに
まとめて学校に提出したという大澤
さんは「先生や友達と一緒に、戦争
や原爆のことを考えました。市民広
島派遣での経験を多くの人に伝え、
知ってもらい、平和につなげていき
たいです」と、思いを語ります。

　「平和記念公園にある、原爆の子の像にささげられ
た折り鶴の数に驚きました」と話すのは、高校１年生の
髙
たか

梨
なし

香帆さん（左下写真）。平和を願う人々の思いを感
じた場所だったと言います。

　平和記念式典や灯ろう流しなどに
は、年齢や国籍を問わず多くの人が
訪れていたそう。「市民広島派遣は、
本やインターネットで調べただけで
は分からない、平和の尊さと戦争の
悲惨さを肌で感じた貴重な体験でし
た。今後も平和への関心を持ち続け
ていきたいです」と、強い気持ちを
抱きます。

戦
災
を
風
化
さ
せ
な
い

市民広島派遣･･･平和記念式典への参列・被爆者との交流などを通して、平和の尊さや大切さを知り、
１人でも多くの人に伝えることを目的としています。昨年度参加した２人に話を聞きました。

戦 争 と 原 爆 の 悲 惨 さ を 知 っ た



4
令和7年7月4日発行応募＝応募方法　 @以下はcity.hiratsuka.kanagawa.jp　e＝電子申請システム　　　　　問＝問い合わせ　　　＝手話通訳

応募
方法

応募のある記事は
事前に応募が
必要です
必要事項は郵便番号・住所・氏名

（ふりがな）・電話番号です
メールの場合、 @以下に、
city.hiratsuka.kanagawa.jp
を付けてください
eは、電子申請システム

（e
イー
-k

カ ナ ガ ワ
anagawa）。右の

2次元コードからも
アクセスできます
市役所への郵便物は、
〒254-8686平塚市役所○○課で
届きます
市役所の開庁時間は、午前8時
30分〜午後5時です

話
ま
た
は
直
接
、
本
館
３
階
の
消

防
救
急
課
☎
21
―
９
７
２
９
へ
。

八
幡
山
の
洋
館　
音
楽
の
お

く
り
も
の
の
出
演
者

　

11
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）、

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
。
旧
横
浜

ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念
館
。
各
日

12
組（
抽
選
、
各
日
30
分
間
を
８

組
・
60
分
間
を
４
組
）。
内
容
な

小
児
・
乳
児
を
救
う
た
め
の

救
命
講
習
会

　
８
月
２
日（
土
）午
前
９
時
〜
正

午
。
消
防
署
本
署（
浅
間
町
９
―

１
）。
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
中
学
生
以
上
の
方
25
人（
先
着

順
）。
筆
記
用
具
。
動
き
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

応
募　
７
月
７
日（
月
）か
ら
、
電

募
　
　
集

応
募
方
法
は

 

右
側

ど
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
や
旧
横

浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念
館
に
あ

る
、
募
集
要
項
と
出
演
申
込
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募　
７
月
５
日（
土
）〜
26
日

（
土
）に
、出
演
申
込
書
を
、郵
送・

フ
ァ
ク
ス・メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

〒
254
―
0041
浅
間
町
１
―
１
旧
横
浜

ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念
館
☎

35

―
７
１
１
４

hachim
anyam

 
anoyokan@

m
a.scn-net.ne. 

jp

へ
。

市
文
化
祭　
舞
台
発
表（
音

楽
）の
出
演
者

　
ピ
ア
ノ
や
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

楽
器
な
ど
を
演
奏
し
ま
せ
ん
か
。

　
11
月
１
日（
土
）。
中
央
公
民
館

（
追
分
１
―
20
）。
６
組（
抽
選
）。

３
０
０
０
円（
10
分
以
内
）。

応
募　
７
月
４
日（
金
）〜
８
月
１

日（
金
）に
、
氏
名
・
電
話
番
号
・

曲
目
・
作
曲
家
名
・
楽
器
・
演
奏

復興まつりに集まった人々。演芸やパレードが開かれたという。奥には
ステージや山車などが見てとれる。（昭和25年撮影　博物館提供）

昭
和
20
年
７
月
16
日
。
空
襲

で
平
塚
の
ま
ち
は
一
夜
に

し
て
焼
け
野
原
と
化
し
た
。
混
乱

す
る
社
会
や
経
済
を
立

て
直
す
べ
く
、
人
々
は

力
を
合
わ
せ
懸
命
に
復

興
に
取
り
組
ん
だ
。

　
昭
和
25
年
、
苦
し
い

戦
災
か
ら
５
年
が
経

ち
、
ま
ち
に
は
活
気
が

戻
り
始
め
て
い
た
。
復

興
の
目
星
が
付
い
た
と

し
て
、
７
月
に
は
市
が

「
復
興
ま
つ
り
」を
開

く
。
お
盆
を
前
に
し
た

農
閑
期
な
の
も
相
ま

り
、「
近
隣
農
村
の
人
た

ち
が
見
物
に
ど
っ
と
つ

め
か
け
た
。
商
店
街
は

爆
発
的
な
売
り
上
げ
を

記
録
し
た
」と
言
う（『
平
塚
市
史

10
』）。

　
こ
の
復
興
ま
つ
り
が
、
現
在
の

湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り
の
前

身
と
な
る
。
ま
つ
り
の
終
了
後
、

復
興
ま
つ
り
を
毎
年
続
け
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
市
に
寄

せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、

「
復
興
ま
つ
り
の
名
称

で
毎
年
や
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
」（『
平
塚
市

史
10
』）。
そ
こ
で
宮
城

県
仙
台
市
の
七
夕
ま
つ

り
を
参
考
に
、
翌
26
年

か
ら
平
塚
で
も
七
夕
ま

つ
り
を
始
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。

復
興
の
喜
び
が
源

点
と
な
っ
た
七

夕
ま
つ
り
。
現
在
で
は

湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま

つ
り
と
し
て
、
百
万
人

規
模
の
人
出
を
記
録
す

る
行
事
に
成
長
し
た
。
平
和
へ
の

祈
り
を
込
め
、
七
夕
ま
つ
り
を
未

来
へ
つ
な
い
で
い
こ
う
。

日 時　間 内　容 場　所

４日
午前10時 開会式 紅谷町まちかど広場
午前10時30分 七夕おどり千人パ

レード（右上写真）湘南スターモール

４日
〜６日

ウェブを
ご覧ください 市民ステージ ひらしん平塚文化芸術ホール

（見附町16-1）

午前10時〜
� 午後７時

（6日は6時まで）

イベントブース
� 出展 見附台公園（見附町16-3）

露店出店 オーケー平塚店前〜
まちづくり財団前交差点の道路

６日 午後4時 七夕飾り
コンクール表彰式 ひらしん平塚文化芸術ホール

午後6時 閉会式 紅谷町まちかど広場

形
態・演
奏
時
間
を
、
フ
ァ
ク
ス・

メ
ー
ル
で
、
社
会
教
育
課
☎
35
―

８
１
２
３

34
―
５
５
２
２

k- 
shakai@

へ
。

就
活
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。
勤
労

会
館（
追
分
１
―
24
）。
学
生
を
除

く
15
〜
49
歳
の
仕
事
を
探
し
て
い

る
雇
用
保
険
未
加
入
の
方
、
各
講

座
10
人（
先
着
順
）。
筆
記
用
具
。

エ
ク
セ
ル　
７
月
23
日（
水
）・
24

日（
木
）、
全
２
回
。

ワ
ー
ド　
７
月
25
日（
金
）。

応
募　
電
話
で
、
県
西
部
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０

４
６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ひ

き
こ
も
り
改
善

　
７
月
18
日（
金
）午
後
１
時
30
分

〜
４
時
。
中
央
図
書
館（
浅
間
町

12
―
41
）。
不
登
校
・
ひ
き
こ
も

り
の
方
ら
８
人（
先
着
順
・
初
め

て
の
方
を
優
先
・
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）。

応
募　
電
話
・
メ
ー
ル
で
、
ぜ
ん

し
ん
☎
23
―
１
１
７
７

ryoz@
 

lifestyle-cps.sakura.ne.jp

へ
。

Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
講
座

　
Ｄ
Ｖ
へ
の
対
応
方
法
や
、
Ｄ
Ｖ

が
心
と
体
に
与
え
る
影
響
な
ど
を

解
説
し
ま
す
。
予
約
制
で
未
就
学

児
の
保
育
も
で
き
ま
す
。

　
８
月
８
日（
金
）午
後
２
時
〜
４

時
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
見
附

町
１
―
８
）。
女
性
25
人（
先
着

順
）。

応
募　
７
月
７
日（
月
）午
前
８
時

30
分
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

〒
251
―
0025
藤
沢
市
鵠
沼
石
上
２
―

７
―
１
か
な
が
わ
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
☎
０
４
６
６
―
27
―
２

１
１
１
へ
。
同
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ

ブ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　点字板を使った点字作成（上写真）や、手
話などを体験します。未就学のきょうだい
の参加はお問い合わせください。
　７月31日（木）、8月1日（金）、全2回、午前
10時〜11時30分。福祉会館（追分1―43）。全
2回参加できる市内在住の小学生20人（先着
順・1〜4年生は保護者同伴）。筆記用具。
応募　７月７日（月）午前8時30分から、電話ま�
たは直接、福祉会館☎33―000７へ。

親
子
で

福
祉
体
験

こ
ど
も
ス
ク
ー
ル

読書感想文の書き方講座
　本を読んだ感想をワーク
シートで整理し、感想文を書
きます。講座前に、感想文を
書きたい本を1冊読んできて
ください。
　8月5日（火）午後2時〜4時10
分。中央図書館（浅間町12―
41）。市内在住・在学の小学
校4〜6年生12人（先着順）。読
んだ本・筆記用具・飲み物。
応募　７月９日（水）午前９時か
ら、電話または直接、中央図
書館☎31―0428へ。

イベントスケジュール

　７月4日（金）〜6日（日）に開きま
す。豪華絢

けん

爛
らん

な七夕飾りを楽しみ
ませんか。4日・5日（土）は午後8時、
6日は７時まで。イベントの時間や
内容など、詳しくは湘南ひらつか
七夕まつりウェブを
ご覧ください。右の
2次元コードからも
アクセスできます。

問　商業観光課☎35―810７

湘南ひらつか七夕まつり
今年の開催概要


